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もっと、いい社会であるために

税制改正提言活動 令和６年１２月２日、令和７年度税制改正提言実現に向け、髙野会長、本間・渡邊両
副会長、大桃総務税制委員長が渡辺竜五市長と面会し提言書を提出しました。

推 進 運 動
消費税期限内納付

法人会

年頭のご挨拶　髙野宏介 佐渡法人会長／
新年のご挨拶　宇鉄広一 佐渡税務署長

税制改正に関する提言

活動報告（各部会・福利厚生制度推進連絡協議会）
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年
頭
の
ご
挨
拶	

公
益
社
団
法
人  

佐
渡
法
人
会
　
会
長
　
髙
野
　
宏
介

　

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。新
し
い
年
を

迎
え
、会
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、健
や
か
に
新
春
を

お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。旧
年
中
は
、法
人

会
の
活
動
に
対
し
多
大
な
る
ご
支
援
、ご
協
力
を
賜

り
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、依
然
と
し
て
社
会
・

経
済
の
環
境
は
大
き
く
変
化
し
、私
た
ち
中
小
企

業
を
取
り
巻
く
状
況
も
ま
た
、決
し
て
楽
観
視
で
き

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。年
初
の
能
登
地

震
を
発
端
と
し
、原
材
料
費
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の

高
騰
、人
材
不
足
の
問
題
、さ
ら
に
は
デ
ジ
タ
ル
化
の

波
へ
の
対
応
な
ど
、多
く
の
課
題
に
直
面
す
る
中
で
、

会
員
の
皆
様
が
日
々
懸
命
に
努
力
を
重
ね
て
こ
ら

れ
た
こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。そ
の
よ
う
な
状
況

の
中
、当
法
人
会
に
お
き
ま
し
て
も
、企
業
経
営
の

支
援
や
税
務
・
経
済
に
関
す
る
研
修
の
充
実
、さ
ら

に
は
地
域
社
会
への
貢
献
活
動
な
ど
、多
岐
に
わ
た

る
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。特
に
昨
年
は
、

税
務
研
修
会
の
開
催
、青
年
部
・
女
性
部
に
よ
る
地

域
支
援
活
動
、さ
ら
に
は
行
政
と
の
連
携
に
よ
る
税

務
知
識
の
普
及
啓
発
活
動
な
ど
、会
員
の
皆
様
の
積

極
的
な
ご
協
力
の
も
と
、多
く
の
有
意
義
な
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
法
人
会
は
、「
健
全
な
納
税
者
の
団
体
」と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
つ
つ
、地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
す

る
こ
と
を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。私
た
ち
中
小
企
業

経
営
者
は
、単
に
自
社
の
発
展
だ
け
で
な
く
、地
域

経
済
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
責
任
を
担
っ
て
お
り

ま
す
。そ
の
た
め
に
も
、本
年
は
、よ
り一層「
学
び
」と

「
交
流
」の
機
会
を
増
や
し
、会
員
同
士
が
切
磋
琢

磨
し
な
が
ら
成
長
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
く
所
存

で
す
。ま
た
、昨
今
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
化
に
伴
い
、

企
業
経
営
の
あ
り
方
も
変
化
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

A
I
や
D
X（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フォ
ー
メ
ー
ション
）

と
いっ
た
新
た
な
技
術
の
導
入
は
、も
は
や一
部
の
大

企
業
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、私
た
ち
中
小
企
業
に

と
っ
て
も
避
け
て
は
通
れ
な
い
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

加
え
て
、昨
年
は
新
潟
県
下
一
斉
税
金
キ
ャッ
シュレ

ス
納
付
推
進
プ
ロ
ジェ
ク
ト
が
発
足
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
は
、こ
う
し
た
技
術
を
活
用
し
た
効
率
化
に
つ

い
て
も
、法
人
会
と
し
て
情
報
提
供
や
支
援
を
強
化

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。加
え
て
、次
世

代
を
担
う
若
手
経
営
者
や
後
継
者
の
育
成
も
、法

人
会
の
重
要
な
役
割
の一つ
で
す
。企
業
の
持
続
的
な

成
長
の
た
め
に
は
、次
代
を
担
う
人
材
が
し
っ
か
り

と
学
び
、経
営
の
バ
ト
ン
を
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が

不
可
欠
で
す
。青
年
部
・
女
性
部
の
活
動
を
よ
り
活

性
化
し
、若
手
経
営
者
同
士
の
交
流
や
学
び
の
場
を

広
げ
る
と
と
も
に
、経
験
豊
富
な
会
員
の
皆
様
の
ご

指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
を

育
成
し
て
い
く
取
り
組
み
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、本
年
が
会
員
の
皆
様
に
と
っ
て
、さ
ら
な

る
発
展
と
飛
躍
の一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り

祈
念
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、引
き
続
き
法
人
会
活

動
への
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈

り
申
し
上
げ
、新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

年
頭
の
ご
挨
拶	

佐
渡
税
務
署
長
　
宇
鉄　
広
一

令
和
七
年
の
冒
頭

に
当
た
り
、
謹
ん
で

新
年
の
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
佐
渡
法
人
会
の
皆
様
方

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
旧
年
中
は
、
髙
野
会
長
を
は
じ

め
役
員
及
び
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃

か
ら
税
務
行
政
全
般
に
わ
た
り
深
い
ご
理

解
と
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、「
税
の
オ

ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
企
業
の
発

展
を
支
援
し
、
地
域
の
振
興
に
寄
与
し
、

国
と
社
会
の
繁
栄
に
貢
献
す
る
経
営
者
の

団
体
」
と
の
理
念
に
基
づ
い
て
、
各
説
明

会
や
租
税
教
室
等
の
租
税
啓
蒙
活
動
な
ど

様
々
な
活
動
に
意
欲
的
に
取
り
組
ま
れ
、

地
域
社
会
及
び
会
員
企
業
の
健
全
な
発
展

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
私

ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
公
益
社
団
法

人
と
し
て
の
事
業
活
動
が
よ
り
一
層
充
実

し
た
も
の
と
な
り
ま
す
よ
う
、
皆
様
方
と

の
連
携
・
協
調
を
深
め
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
国
税
当
局
で
は
、
経
済
社
会
の

変
化
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
展
等
を
踏
ま

え
て
、
令
和
五
年
六
月
に
「
税
務
行
政
の

将
来
像
2
0
2
3
」
を
公
表
し
、「
納
税

者
の
利
便
性
の
向
上
」
と
「
課
税
・
徴
収

事
務
の
効
率
化・高
度
化
」に
、新
た
に「
事

業
者
の
デ
ジ
タ
ル
化
促
進
」
を
加
え
た
三

つ
の
柱
に
基
づ
い
て
、
税
務
行
政
の
Ｄ
Ｘ

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

「
あ
ら
ゆ
る
税
務
手
続
が
税
務
署
に
行

か
ず
に
で
き
る
社
会
」
を
目
指
し
、
添
付

書
面
も
含
め
た
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
の
普
及
・
定

着
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
の
利
用
拡
大

な
ど
一
層
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
ご
理
解
と
ご

協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

間
も
な
く
令
和
六
年
分
の
所
得
税
・
消

費
税
等
の
確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す
。
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携
の
拡
大
な
ど
に
よ
っ

て
昨
年
よ
り
も
利
便
性
が
向
上
し
た
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
方
式
に
よ
る
ご
自
宅
か

ら
の
「
ス
マ
ホ
申
告
」「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
納
付
」
の
ご
利
用
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
な
お
、
本
年
か
ら
申
告
相
談
会
場
は

税
務
署
内
に
変
更
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
願
い
ま
す
。

結
び
に
、
昨
年
七
月
に
「
佐
渡
島
の
金

山
」
が
世
界
文
化
遺
産
登
録
さ
れ
佐
渡
に

と
っ
て
大
き
な
節
目
と
な
り
ま
し
た
。
本

年
が
公
益
社
団
法
人
佐
渡
法
人
会
及
び
会

員
の
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
幸
多
き
と
な

り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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令和7年度　税制改正に関する提言　【要望項目】

《基本的な課題》

Ⅰ．税・財政改革のあり方
	 １．財政健全化に向けて
	 ２．社会保障制度に対する基本的考え方
	 ３．行政改革の徹底
	 ４．マイナンバー制度について
	 ５．今後の税制改革のあり方
Ⅱ．経済活性化と中小企業対策
	 １．中小企業の活性化に資する税制措置
	 ２．事業継承税制の拡充
	 ３．消費税への対応

Ⅲ．地方のあり方
Ⅳ．震災復興等
Ⅴ．その他
	 １．納税環境の整備
	 ２．環境問題への対応
	 ３．租税教育の充実

《税目別の具体的課題》

◆法人税関係
	 １．役員給与の損金算入の拡充
	 	 ⑴役員給与は損金算入とすべき
	 	 ⑵	同族会社の業績連動給与についても損金参入

とすべき
	 ２．少額減価償却資産の見直し
	 ３．企業版ふるさと納税の適用期限延長
	 ４．中小企業向け賃上げ促進税制の適用緩和
◆所得税関係
	 １．基幹税としての所得再配分機能の回復
	 ２．各種控除制度の見直し
	 ３．個人住民税の均等割
◆相続税・贈与税関係
	 １．相続税の基礎控除の見直し
	 ２．贈与税の基礎控除の引き上げ

◆地方税関係
	 １．固定資産税の抜本的見直し
	 	 ⑴	商業地等の宅地を評価するにあたっては、より

収益性を考慮した評価に見直す。
	 	 ⑵	家屋の評価は、経過年数に応じた評価方法に

見直す。
	 	 ⑶	償却資産については、「少額資産」の範囲を国

税の中小企業の少額減価償却資産にまで拡大
するととともに、賦課期日を各法人の事業年度
末とする。

	 	 　	また、諸外国の適用状況等を踏まえ、廃止を
含め抜本的に見直すべきである。

	 	 ⑷	固定資産税の免税点については、平成３年以
降改定がなく据え置かれているため、大幅に引
き上げること。

	 	 ⑸	国土交通省、総務省、国税庁がそれぞれの目
的に応じて土地の評価を行っているが、行政の
効率化の観点から評価体制は一元化すべきで
ある。

	 ２．事業所税の廃止
	 ３．超過課税
	 ４．法定外目的税
◆その他
	 １．配当に対する二重課税の見直し
	 ２．森林環境税
	 ３．電子申告

〇「金利ある世界」が到来。新たな財政再建目標の策定を！
〇企業への過度な保険料負担を抑制し、経済成長を阻害しない社会保障制度の確立を！
〇人手不足など厳しい経営環境を踏まえ、中小企業の活性化に資する税制措置を！
〇中小企業は地域経済と雇用の担い手。本格的な事業承継税制の創設を！

令和7年度
税制改正
スローガン
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１．各部会
【青年部会・女性部会合同税務署幹部職員との懇談会】
　11月６日、佐渡税務署において幹部職員
との懇談会を開催いたしました。今年度も
青年部会・女性部会合同での開催とし、青
年部会員３名、女性部会員５名の計８名が
参加し、佐渡税務署からは宇鉄署長をはじ
め４名参加していただきました。
　懇談のテーマは定額減税についてとし、
内容や事務手続等について説明を受けた後
質疑応答を行いました。また、税務署職員
に対し、佐渡金銀山が世界遺産登録なった
今日、今後佐渡に期待することはあるかと
いった問いかけもあり、和気あいあいと有意義な時間を過ごすことができました。
　この懇談会は次年度以降も継続して実施していきたいと思っておりますので、部会員の皆様振るって
ご参加下さい。

【絵はがきコンクール入賞者選考・賞状授与】
　今年度は小学校８校・99名の応募があり、去る９月18日に厳正なる審査を行い、女性部会長賞・税
務署長賞各１作品、学校ごとに金賞・銀賞・銅賞を数点ずつ選出し、総勢30作品が入賞となりました。

　入賞者には賞状と記念品（図書カード）
を贈呈することとし、各学校に女性部会員
が出向き、表彰式を行いました。
　なお、入賞作品については、法人会ホー
ムページに掲載していますのでご覧くださ
い。

活 動 報 告

２．福利厚生制度推進連絡協議会
　去る10月16日アミューズメント佐
渡にて、福利厚生制度推進連絡協議会
を開催しました。提携会社３社（大同
生命保険、ＡＩＧ損害保険、アフラッ
ク生命保険）から、会員企業を守るべ
き、それぞれの保険会社の商品につい
て説明があり、会員の加入状況の報告
がありました。
　こちらは、毎年年間累積保険料対前
年比100％を超えるなど、優秀な取り
組みを進めています。

女性部会長賞 税務署長賞


